
ドイツの再建

 　第 1 次世界大戦後、ドイツはドイツの国際銀行家の手に落ちた。銀行家たちは、ドイツをまるごと買収し
たのだ。産業を金で買い、土地を抵当にい入れ、製造業を支配し、公共事業すべてを掌握した。
　このドイツの国際銀行家たちが現在（註：1930 年当時）のドイツ政府を援助してきたのであり、アドル
フ・ヒトラーの派手派手しい選挙活動に使われた金も全て彼らが提供したのである。これによってヒトラー
はブリューニング政権に対する脅威となった。ドイツの国際銀行家たちの命令にブリューニングが従えなく
なると、ヒトラーが登場し、恐怖で国民を支配するようになるのである。
（中略）
　連邦準備制度理事会を通して、300 億ドル以上のアメリカの金がドイツに送り込まれた。（中略）...ドイツ
でどんなことに金が使われていたかは、誰しもが聞き及んでいることだろう。近代的な住宅、巨大なプラネ
タリウム、体育館、プール、立派な公共道路、設備に行き届いた工場の数々。
　すべて、われわれの金で作られたのだ。この全部が、 連邦準備制度理事会を通してドイツに与えられたの
である。 連邦準備制度理事会は、何十億ドルというドルをドイツに注ぎ込んだ。しかし、その総額はあえて
口にされていない。

（『ユダヤ・ロスチャイルド世界冷酷支配年表』P152〜153）


